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【はじめに】
アフターコロナを迎え世界的な観光旅行者数の増大に伴い、秋吉台や秋芳洞などの豊富

な地域観光資源を持つ美祢市においても観光の活性化が本格的になり、海外からの旅行者
はもちろん、国内旅行者の増加も見込まれている。観光庁の「訪日外国人消費動向調査」
によると新型コロナウィルス感染拡大以前の2019年時点
では、日本滞在中の旅行消費額のうち、お土産等の買い
物代が全体の34.7％（1兆6,690億円）を占めて最も多く
なっており、一人当たりの買い物代は約5.３万円消費され
ていると推計されている。このことから観光振興において
お土産消費の市場は無視できない規模となっていることが
わかる。

そこで、本プロジェクトでは、「秋吉台・秋芳洞地域の
唯一性・独自性のあるお土産の開発」をデザイン目標とし
て商品開発を進めている。実践的な商品開発のプロセス
（図１）を体験することで、学生のデザイン教育を行い、
実際に商品化が可能なお土産商品の開発を目指している。

【活動内容】
お土産商品開発にてデザイン情報獲得の目的で、web上でのお土産調査（用途、価格な

ど）を全国の12地域でおこなった。また、秋吉台周辺地域でのフィールド調査、インタ
ビュー調査、大理石工房の見学なども実施した。それらで得たデザイン情報を整理・共有
し、「秋吉台・秋芳洞地域の⾧い歴史の中で育まれた自然環境の素晴らしさ、美しさ、お
もしろさを感じることができる商品」及び、「人に伝えたくなる、人にプレゼントしたく
なる商品」というデザインコンセプトを設定した。ターゲットは商品開発ごとに詳細な設
定を行うが、「若年層のインバウンドを含めた観光客」とした。2023年度はデザイン情報
の収集活動が中心であったが、調査結果から需要が高いと推測できる「Tシャツ」を中心
に試作商品も製作した。その成果の情報発信として山口県立美術館で美術教育選修の卒業
制作展の一部スペースを使用してポスター発表および試作商品の展示を行った。

今後（2024年度）の活動は、試作商
品の開発を引き続き進める予定にして
いる。デザイン評価を行い、商品を完
成させ、その成果を展示会やワークショ
ップ形式で発表する。実際の販売につ
ながる商品開発を最終的な目標として
いる。

（参考文献）“2019年の訪日外国人旅行消費額
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展示の様子　 会期： 2 /1 0 -2 /1 2 　 会場： 山口県立美術館


